
静岡県次世代エアモビリティの社会実装に向けた実現可能性業務委託（R７年度）の調査結果

・ヘリコプターを次世代エアモビリティ（空飛ぶクルマ）に見立てた実証を実施
・１名あたりの受容価格帯は、短距離遊覧では約５万円、長距離遊覧では約10万円

概　　要 ヘリコプターを次世代エアモビリティに見立て、料金
の適正価格等を調査

対　　象 欧米豪等の外国人モニター（国内在住）

参加料金 無料

日　　時 ９月６日（土） 12月７日（日）

天　候 曇　天 晴　天

遊覧航路 清水港～日本平 清水港～富士宮

飛行時間 10分（短距離） 30分（長距離）

搭乗人数
（募集枠）

43名※１（44名） 20名（20名）

備　　考 応募開始から３日間で枠を越える人数が集まった

●ヘリ実証（概要）

※２：需要起点モデル＋感度分析を用いて算出
○需要起点モデル：min(年間需要人数,年間供給座席数）
　・年間需要人数は、以下の感度分析等を用いて算出
　・年間供給座席数は、運航可能日数（110日）×便数／日（８便）×使用機数（１機）×
　　座席数×稼働率（0.7：気象要因や整備等を考慮）により算出
○感度分析（利用意向率として、低位（慎重）３％、基準５％、高位（楽観）８％）を使用

●分析（要旨）

区　分 短距離遊覧 長距離遊覧

受容価格帯 約５万円／名 約10万円／名

需要分析※２ 供給上限に到達 供給上限の約83％

座席数 ２席 ４席

課　　題 飛行時間の不足感 高単価への納得感維持

観光コンテ
ンツとして
の磨き上げ
の方向性

・VIP送迎や専用ガイ
 ド、記念品などのプ
 レミアムサービスを
 付帯することで、価
 値を最大化
・超短時間×最高密度
 がコンセプト
（目安：約９万円／名）

・富士山を様々な角度
から楽しめる満足度の
高い構成

・富士山×歴史×茶文
化の王道ストーリーを
強く印象づけるプラン
（目安：約15万円／名）

※１：当日にキャンセルが発生



実証当日の写真

※右下は９月実証時の写真、それ以外は12月実証時の写真

ⓒ杉山晶彦

ⓒ杉山晶彦 ⓒ杉山晶彦


